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地形・地質学的情報に基づく三陸沿岸部の第四紀後期における地殻変動の再検討
Reexamination of the late Quaternary crustal movements in the Sanriku Coast, Northeast
Japan, based on geomorphological
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東北日本弧では，地質学的手法と測地学的手法による地殻変動の速度（歪み速度や隆起・沈降速度）が異なることが指
摘されてきた（池田，1996など）．特に三陸沿岸部では，地形学的な情報に基づき長期間（＞ 10万年）では 0.1 mm/yr
オーダーで隆起していると推定されているが（小池・町田，2001など），測地学的な情報（潮位記録，水準測量記録，
GPS記録）では 1-10 mm/yrオーダーで沈降していることが明らかである（西村，2012）．このような矛盾は，未知の海
溝型地震による隆起で解決されると想定されてきた（池田，1996）．しかし，2011年 3月 11日の東北地方太平洋沖地震
（Mw 9.0）の際には，三陸沿岸部が全域で沈降し（Ozawa et al., 2011など），地震時に隆起は生じなかった．そこで，本
研究では三陸沿岸部（八戸から鮎川）での長期間（1万年-10万年間）の地殻変動を再検討するために，空中写真・アナ
グリフ画像判読，簡易掘削調査，既存ボーリングデータの収集・分析を行った．本発表では，予察的なデータではある
が，いくつかの新知見が得られたのでそれらを報告する．
空中写真および 5 m・1 m DEMに基づくアナグリフ画像の判読を行った結果，八戸から連続的に分布する MIS 5eの

種市面に対比されると考えられる段丘は，久慈までは少なくとも分布し，野田まで分布する可能性がある．野田より南
では，気仙沼まではMIS 5eの海成段丘と判断できる段丘は分布しない．しかし，中期更新世に形成されたと推定される
海成段丘は八戸から宮古付近まで連続的に確認することができる．気仙沼周辺では，標高 10-50 mの間に定高性のある
平坦面が確認できるが，その特徴のみでは時代や海成段丘か否かを正確に判断できない．また気仙沼から牡鹿半島では，
MIS 5eの海成段丘と判断できる段丘は分布しないと推定される．現地調査は，Mii（1960）や Matsu’ura et al.（2009）
が完新世の離水ベンチや MIS 5の海成段丘を指摘されている岩井崎で行った．完新世の離水ベンチと指摘されている石
灰岩の平坦面（標高 2-3m）は，Matsu’ura et al.（2009）で指摘されている海成段丘（MIS 5a）の基盤の高さと一致し，
離水ベンチと同様のものが段丘の基盤へ連続していく様子が観察された．このことから従来完新世の離水ベンチと指摘
されてきた平坦面は，侵食によって出現した更新世段丘のレリック地形である可能性がある．また，MIS 5aとされてい
る岩井崎先端の段丘構成層と風成層を確認したところ，Matsu’ura et al.（2009）で示されている風成層（30 cm程度）よ
りも厚い風成層が確認された（約 3 m）．同時に段丘構成層も確認できたが，風化がかなり進んでいる．このような特徴
からこの段丘はMIS 5よりも古い時代に形成された可能性がある．
地形判読の結果を受けて，地形学的な証拠のみでは正確に最近 10万年間の地殻変動が捉えにくいため，地下地質情報

を用いて沈降している証拠が得られるか検討した．一つは既存のボーリングデータの収集，もう一つはパーカッション
採土器・ハンディジオスライサーを用いた沖積低地の掘削を行った．既存のボーリングコアについては，石巻市の長面
湾で掘削された約 90 mのコアを対象とし，層相の記載，14C年代測定，テフラ分析を予察的に行った．結果，沖積層の
基底は標高-54 mであり，その下位には礫層を挟んで潮汐堆積物が標高-87 mまで分布し，標高-90 mで基盤岩に達する．
この潮汐堆積物と推定される地層は，14C年代測定の測定限界よりも古いため，更新世の海成層であると推定される．現
在，分析途中であるため結果をまとめて発表時に報告する予定である．宮古市では，パーカッション採土器・ハンディジ
オスライサーを用いて，臨海部の低地で掘削を行った．結果，十和田中掫（To-Cu）テフラ（6 ka：町田・新井，2003）
が標高約-3 mから見つかり，その下位には陸成堆積物であると判断される有機質な層が分布していた．したがって，こ
れらの結果から完新世においては宮古周辺では沈降が卓越していることが示唆される．
このように本研究では，断片的な情報ではあるが，三陸中部から南部においては完新世もしくは更新世の間で沈降が

勝っていることが示唆される．また三陸中部・南部の更新世段丘の形成年代と垂直変動史に関しては，再検討する必要
がある．
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